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1. はじめに 

 安価な耐震改修プランは住宅所有者が改修工事に踏み

切る上で重要な切り札である。安価なプラン実現のため

には、施工手間を極力抑えると同時に現場の様々な予期

せぬ要求に応えうる自由度の高い工法が必要である。 

 こうした位置づけのもと、安価で自由度の高い工法と

して有開口面材耐力壁の耐力評価が継続的に行われてお

り 1)2)、すでに 2,500 棟を超える施工実績を持つ（愛知県

耐震改修補助対象物件）。有開口面材耐力壁は構造用合板

を柱梁等の軸材に釘で接合する在来の工法であるが、部

分的な面材の開口を許容する。これにより、天井や床の

解体を必要としない施工の省力化や、換気扇やダクトな

どが貫通する壁面の耐力要素化も可能となる（図１）。 

 本工法の最大の特徴は、対象建物ごと様々に異なる寸

法や納まりの制約に対して極めて柔軟に対応できる点に

ある。この特徴をより拡張するため、様々な仕様の有開

口面材耐力壁について 2008 年から継続的に性能評価実験

を実施してきた。本報は、現在までに評価が完了した有

開口面材壁を整理し、その実用化の進捗を報告するもの

である。 

2. 有開口面材耐力壁の分類と整理 

面材に許容する開口位置はその壁の使用目的に応じて

様々である。また、壁体内の土壁の有無や設備機器との

干渉により間柱や裏桟の施工が不可能な場合もある。そ

こで基本的な分類軸として下記の３項目を設定した。 

分類軸１： 面材および耐力要素に関わる仕様［大壁（t 

=9mm），大壁（t =12mm），真壁（t =9mm），

真壁（t=12mm），土壁，筋かい］ 

分類軸２：スパンおよび開口位置に関わる仕様［半間，

一間，上下あき半間，上下あき一間，     

長押半間，押入半間，矩形開口半間，矩形

開口一間］ 

分類軸３：面材受仕様［裏桟あり，間柱なし，裏桟な

し，補強あり，アルミ裏桟（柱のみ），ア

ルミ裏桟（四周）］ 

以上のような分類軸に対し，分類軸１に百の位の数値，

分類軸２に十の位の数値，そして分類軸３に一の位の数

値を対応させて整理したものが表１である． 

表１で耐力壁形状の示されている欄は実験を実施した

仕様である。仕様の選定にあたっては、耐震改修工事あ

るいは設計に関わる実務者からの要望に基づいている。

最も基本的な大壁＋半間の仕様に加え、上下あき、押入

タイプに現場からの要望が高いことがわかる。 

土壁試験体の開口は，土壁を撤去せずに HD アンカーな

どの接合部金物の施工を想定したものである．また，ア

ルミアングルを用いた真壁補強は，土壁を残したまま真

壁仕様で構造用合板を施工するための工法である 1)。 

表中に表記されている低減係数は、開口のない一般的

な面材壁に対する壁基準耐力の比を表す。面材に開口を

許すことで当然壁基準耐力は低下するが、その低下率を

定量的に評価して改修設計に使用できることが安価な改

修プランの実現に大きく貢献している。 

尚、釘ピッチ、裏桟、受け材サイズ等の標準仕様は表

２に示す通りである。また、各仕様の詳細は文献 2)および

HP3)を参照されたい。 

3. まとめ 

改修現場から要望の高い仕様に対して耐震改修用耐力

壁の実験と性能評価を継続的に実施・蓄積し、それを一

覧表に整理した。この一覧表を用いることで耐震改修設

計ではより安価な改修プランが実現するとともに、現場

監理においては仕上撤去時に遭遇する想定外の事象に対

し臨機応変に仕様を変更するための選択肢が飛躍的に広

がることになる。 

今後はさらに耐震改修現場からの需要を適切に反映さ

せることで有開口面材耐力壁の仕様を拡大し、さらなる

耐震改修促進に繋げていきたい。 

 

 

図 1  有開口面材耐力壁工法の特徴 
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表 2 標準仕様 
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構造用合板9mm以上 構造用合板9mm以上

合板との接合 合板との接合
  N50,CN50@150以下   木ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽL=30@100以下

  四周打ち,　端あき15mm以上   川の字打ち,端あき15mm以上

継手受材：奥行30×見付40 　端部端あき20mm以上

  四方受材に対し2-N75斜め打ち 受材：ｱﾙﾐ不等辺ｱﾝｸﾞﾙ

間柱：三ツ割材以上 9×40 t=1.5以上

 下地受材：奥行30×見付40 受材と柱の接合
  四方受材に対し2-N75斜め打ち 　木ﾋﾞｽ(ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ)

- L=32@100以下

A-111
標準大壁

A-335

真壁上下あき

a
b

2
0

2
0

○ ：評価(予定)年度(20○年度) 
 
@  ：構造用合板釘ピッチ 
 
α  ：標準大壁に対する低減係数 
 
α  ：標準土壁に対する低減係数 
 
α  ：標準大壁(土壁)に対する低減係数 

(2016 年度は未評価のため仮)

A-111(カ)

対象壁勝ち

A-111(マ)

対象壁負け

1.0 0.8
⑮ ⑮

A-233(カ)

対象壁勝ち

A-111(マ)

対象壁負け

0.7 0.5
⑯ ⑯

表 1 有開口面材耐力壁の仕様 
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